
 

 

 

 

 

 

 

松山市北条ふるさと館等８施設 

松山市北条ふるさと館    河野別府公園市民グランド      

河野別府公園サブグランド  河野別府公園テニスコート     

河野別府公園        北条公園体育施設（法橋運動広場） 

北条公園（法橋運動広場）  松山市安岡避難地 

指定管理者 管理業務仕様書 
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松山市北条ふるさと館，河野別府公園市民グランド，河野別府公園サブグランド， 

河野別府公園テニスコート，河野別府公園，北条公園体育施設（法橋運動広場）， 

北条公園（法橋運動広場），松山市安岡避難地 指定管理者管理業務仕様書 

 

松山市北条ふるさと館，河野別府公園市民グランド，河野別府公園サブグランド，河野別府公園テニ

スコート，河野別府公園，北条公園体育施設（法橋運動広場），北条公園（法橋運動広場），松山市安岡

避難地（以下「ふるさと館等」という。）の指定管理者が行う業務の範囲及びその具体的内容等につい

ては，この仕様書による。 

 

第１ 管理運営に関する基本的事項 

１ 管理運営に係る基本理念 

  指定管理者は，ふるさと館等の管理運営を行うにあたり，特に次の項目に留意しなければならない。 

（１）ふるさと館等の設置目的に則した管理運営を行うこと。 

（２）公の施設であることを常に念頭に置いて，利用者への奉仕及び公平なサービスの提供に努め，特

定の団体等に有利又は不利になる運営をしないこと。 

（３）事業計画書等に基づき，利用者が快適に施設を利用できるよう適正な管理運営を行うとともに，

効率的かつ効果的な管理運営を行い，適正な収入の確保と経費の縮減に努めること。 

（４）ふるさと館等が最大限有効活用されるよう利用促進に努めるとともに，利用者の意見を管理運営

に反映させ，利用者の満足度を高めていくこと。 

（５）利用者の安全に配慮し，事故防止に努めること。 

（６）松山市（以下「市」という。）と密接に連携を図りながら管理運営を行うとともに，市の施策に

対し積極的に協力するよう努めること。 

 

２ 関係規定の遵守 

  指定管理者は，ふるさと館等の管理運営を行うにあたり，次に掲げるものをはじめ，関係する規程

を遵守しなければならない。 

（１）地方自治法（昭和22年法律第67号） 

（２）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号） 

（３）労働基準法（昭和22年法律第49号） 

（４）最低賃金法（昭和34年法律第139号） 

（５）個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

（６）都市公園法（昭和31年法律第79号） 

（７）文化財保護法（昭和25年法律第214号） 

（８）松山市北条ふるさと館条例（平成16年松山市条例第52号。以下「北条ふるさと館条例」という。） 

（９）松山市北条ふるさと館条例施行規則（平成20年規則第35号） 

（１０）松山市体育施設条例（平成 16年松山市条例第 57号。以下「体育施設条例」という。） 

（１１）松山市体育施設条例施行規則（平成 20年規則第 30号） 

（１２）松山市都市公園条例（昭和 37年松山市条例第 40号。以下「都市公園条例」という。） 
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（１３）松山市都市公園条例施行規則（昭和 37年規則第 67号） 

（１４）松山市安岡避難地条例（平成 16年松山市条例第 61号。以下「安岡避難地条例」という。） 

（１５）松山市安岡避難地条例施行規則（平成 16年規則第 112号） 

（１６）松山市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例（平成17年松山市条例第1号） 

（１７）松山市情報公開条例（平成 12年松山市条例第 61号） 

（１８）松山市行政手続条例（平成 8年松山市条例第 34号） 

 

３ 指定管理者が業務を行う区域 

  別添図面における区域とする。 

第２ 職員の配置等について 

１ 人員配置について 

管理業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに，労働基準法（昭和 22 年法律

第 49 号）等関係法令を遵守し，管理運営を効率的に行うための業務形態にあった適正な人数の職員

を配置すること。 

（１）統括責任者（常勤職員） 

管理業務における統括責任者を１名配置すること。統括責任者は，ふるさと館等の管理運営につ

いて総指揮を行うとともに，施設利用者等の安全について責任を担うものとする。 

 

（２）業務責任者（常勤職員） 

各業務区分における責任者を２名以上配置すること。業務責任者は，業務運営についての責任を

担うものとする。 

 

（３）職員（常勤・非常勤を問わない） 

責任者以外に，供用時間内において職員を常時１名以上配置すること。職員は，各業務の遂行を

担うものとする。 

【配置基準】 

 

区分 時間 人員 

統括責任者又は業務

責任者 

通常 午前 8時 45分から午後 9時 15分 常時 1名以上 

休館日 午前 8時 45分から午後 9時 15分 常時 1名以上 

職員 通常 午前 5時 45分から午後 9時 15分 常時 1名以上 

休館日 午前 5時 45分から午後 9時 15分 常時 1名以上 

 

２ 主な業務について 

（１）統括責任者及び業務責任者（常勤職員） 

   統括責任者及び業務責任者の主な業務は，次に掲げる業務とする。 

① 文書等のチェック，管理，保存に関する業務 

② 職員の人事管理，給与等に関する業務 
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③ 備品，消耗品等の購入及び保管に関する業務 

④ 契約に関する業務 

⑤ 官公庁，その他外部との連絡調整に関する業務 

⑥ 現金の出納及び保管に関する業務 

⑦ 職員及び市の承認を受けた再委託業者の指揮，監督に関すること 

⑧ 所管事業遂行及び施設利用受付に関する業務 

  ⑨ 文化財，歴史民俗資料等の保存，維持，活用に関する学芸業務 

  ⑩ 河野氏交流事業や風早文化の講座開催に関する業務 

  ⑪ 施設内の秩序維持に関する業務 

⑫ 非常時における対応の指示，連絡 

⑬ その他市長が必要と認める業務（監査の対応用務含む） 

 

（２）職員（常勤・非常勤を問わない） 

職員の主な業務は，次に掲げる業務とする。 

① 施設の運営に関する業務 

  ② 会議室等の使用許可に関する業務 

  ③ 駐車，駐輪施設における自動車等の保管，安全誘導，満車時対応に関する業務 

  ④ 施設に係る使用料等の徴収及び収納に関する業務 

  ⑤ 施設の安全確認等の巡回業務 

  ⑥ 施設の防災，警備及び清掃に関する業務（防火，救助訓練を含む） 

  ⑦ 施設の操作，整備及び保守に関する業務 

  ⑧ 来客への施設，展示品案内に関する業務 

  ⑨ 収蔵品等の整理，分析，公開に関する業務 

  ⑩ その他市長が必要と認める業務 

⑪ 施設及びイベント情報の周知に関する業務 

⑫ 取得，拾得物の措置に関する業務 

 

３ その他 

（１）研修 

   指定管理者は，職員の資質の向上を図るため，研修を実施するとともに，施設の管理運営に必要

な知識と技術の習得に努めること。なお，研修を通じて職員が理解すべき内容は，少なくとも次の

内容を含むものであること。 

   ア 各職員が行うべき業務の内容及び責任 

   イ 利用者への接遇 

   ウ 業務上遵守すべき関係法令・条例・規則等の規定内容 

   エ 防火・防災対策 

オ 環境・節水への配慮 

カ その他業務に必要な知識や技術 

（２）衣服及び名札の着用 
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従事時間中においては，文化施設としてふさわしい衣服，名札を着用し，周辺住民や来館者から

施設の管理運営者として従事している者と分かるようにすること。なお，再委託を認められた事業

者についても同様とする。 

 

第３ 管理業務の範囲及び具体的内容 

指定管理者は，北条ふるさと館条例，体育施設条例，松山市都市公園条例，安岡避難地条例及び各

条例施行規則に規定する料金体系，開館（使用）時間及び休館（休場）日等に従い，管理業務を行う

ものとする。 

 

１ 利用の受付及び使用料の徴収等に関する業務 

（１）利用の案内・受付に関する業務 

指定管理者は，利用者の安全を確保し円滑に利用できるよう，適切な人員配置のもと万全を期し

て施設の案内，受付等を効果的に行うこと。特に混雑時には迅速かつ丁寧に対応し利用者とトラブ

ルがないよう十分に注意するとともに，苦情等についても適切に対応すること。 

① 駐車場 

 ア 駐車場利用者が安全，円滑に駐車できるよう必要な案内・誘導及び路面管理を行うこと。 

イ 駐車場入口付近や駐車場内での交通渋滞の未然防止，渋滞が発生した場合の速やかな解消に

努めること。 

ウ 土日，祝日やイベント開催時など多くの利用者が見込まれる場合には，適宜駐車場の状況確

認を行うとともに，満車になった場合は看板などを設置し，近くの駐車場を案内すること。ま

た，他の施設に駐車していないか及び違法な駐車は無いか確認し，該当する車があった場合は，

利用者に移動を求めること。 

② 館内 

指定管理者は，北条ふるさと館（１階案内コーナー）において，施設利用についての案内，施

設利用の予約・申請受付，使用料・観覧料・特別利用料・物品売払代金（以下「使用料等」とい

う。）の徴収，利用前後の鍵の受け渡し，苦情や問い合わせへの一次対応，その他来館者への対

応業務を行うこと。 

ア 来館者に案内・受付カウンターであることが容易に理解されるよう必要な表示や案内がある

こと。 

イ 親切，明朗，公平に対応するなど，接遇について最大限留意すること。 

ウ 来館者の来館目的に沿い，適切な案内を行うこと。また，ふるさと館等に関する来館者の疑

問点に即時に対応すること。 

エ 館内説明を希望する利用者については，入館時に展示概要等に関する説明を実施するなど，

サービスの維持に努めること。 

オ 施設利用者に対しては，施設の利用方法や利用上の留意点など必要かつ十分な案内が行われ

ること。 

カ 来館者が受付に到着した後は速やかに要件を済ませられるよう配慮すること。 

キ 混雑等により，各来館者に対応するまでに時間を要する場合には，カウンター要員の増員，
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待ち時間の案内，待ち行列の整理など，必要な対応を行うこと。 

ク 高齢者及び障害者等で介助を必要とする利用者については，円滑な施設利用が可能なように

適切な対応を行うこと。 

 

（２）使用の許可等に関する業務 

指定管理者は，次表に掲げる施設の使用許可申請等がある場合は，その者から許可申請書の提出

を受け，当該使用が適当と判断された場合又は管理上必要と判断される場合には条件を付すなどし，

許可書の交付をもってあらかじめ使用を許可するよう適切に対応すること。（松山市公共施設案

内・予約システム「つばきネット」対応を含む。※つばきネットに入力することによって施設の使

用を予約した者は，当該予約の確定の登録をもって許可申請書の提出に代えることができる。） 

  ※松山市公共施設案内・予約システム「つばきネット」が他のシステムに変更した場合においても，

同様に取り扱うものとする。 

区 分 内  容 

北条ふるさと館 
第１・２・３研修室，展示室，大会議室（北条ふるさと館条例第４条） 

特別利用（北条ふるさと館条例第６条） 

河野別府公園 
市民グランド，市民グランド夜間照明施設，テニスコート，テニスコート夜間

照明施設，サブグランド（体育施設条例第２条） 

北条公園 

（法橋運動広場） 

運動広場，運動広場夜間照明施設（体育施設条例第２条） 

安岡避難地 多目的グラウンド，照明設備（安岡避難地条例第３条） 

 

（３）使用の制限等に関する業務 

① 使用許可の制限 

指定管理者は，北条ふるさと館条例第７条各号，体育施設条例第３条各号又は安岡避難地条例

第４条各号のいずれかに該当する場合は，各施設の使用又は特別利用を許可しないなど適切に対

応すること。 

② 使用許可の取消し等 

指定管理者は，北条ふるさと館条例第８条第１項各号，体育施設条例第７条第１項各号又は安

岡避難地条例第８条第１項各号のいずれかに該当する場合は，各施設の使用又は特別利用許可を

取り消し，又は使用を中止し，若しくは制限するなど適切に対応すること。 

  ③ 秩序維持 

    指定管理者は，北条ふるさと館条例第１３条各号のいずれかに該当する者に対しては，入館を

拒み，又は退館をするよう命ずるなど適切に対応すること。 

  ④ その他 

    指定管理者は，河野別府公園及び北条公園（法橋運動広場）の利用に際して，利用者から公園

利用届の提出がある場合は，公園管理課及び利用者に利用状況について情報提供を行うこと。 

 

（４）使用料等の徴収等に関する業務 

指定管理者は，利用者から使用日までに使用料等を指定管理者に支払う方法で料金徴収し，必要
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に応じて領収書を発行すること。ただし，後納申請書が提出された場合及び，キャッシュレス決済

の場合等については，この限りでない。 

（５）使用料等の市への納付に関する業務 

収納した使用料等は，業務日報等に記載した後，所定の払込書を添えて指定された金融機関に払

い込むこと。この場合において，収納した使用料等は金融機関の翌営業日までに払い込むものとす

る。 

   ※キャッシュレス決済については，市の運用に従うものとする。 

 

２ ふるさと館等の運営に関する業務 

（１）庶務及び会計事務等に関する業務 

  ① 指定管理者は，市が定める例規等以外にふるさと館等の管理に必要な規定（処務，会計規程等）

を制定し，市の承認を受けるとともに，業務実施に際しては遵守すること。 

② 指定管理者は，帳簿類（「使用料収納簿」，「収入日計表」，「現金出納簿」，「備品台帳」等松山

市財務会計規則（昭和３９年規則第１１号）に定められた書式）の作成及び整理，保管を行うこ

と。 

（２）開館，閉館に関する業務 

① 指定管理者は，開館時間までに開錠及び機械警備システムの解除等の準備を行うとともに，利

用者が入館可能な状態にしておくこと。 

② 指定管理者は，閉館時間までに残存利用者の確認を行うとともに，閉館時間には出入口等の施

錠及び機械警備システムのセット等を適切に行うこと。 

 

（３）設備の破損及び適切な使用の確認に関する業務 

指定管理者は，ふるさと館等の巡回を行い，施設内の設備の破損等の点検確認を行うこと。また，

使用者が適切に施設利用を行っているか確認を行うとともに，不適切な利用者については，適切な

指導を行うこと。施設の破損等を発見した場合には，市に適宜報告すること。 

 

（４）防犯・安全対策・事故対応に関する業務 

① 指定管理者は，ふるさと館等における本市の財産を保全し，利用者の安全を守り，公共サービ

スの提供に支障を及ぼさないよう，適正な防犯及び安全（事故防止）対策を実施すること。また，

ふるさと館等における侵入者防止と監視及び関係各機関への通報を行うこと。 

② 指定管理者は，施設内で事故等が発生した場合には，適切かつ迅速に対処すること。 

③ 指定管理者は，利用者等の急な病気，けが等に対応できるよう，近隣の医療機関等と連携し，

緊急時には的確な対応を行うこと。 

 

【損害賠償保険等の加入について】 

指定管理者は，管理運営上の瑕疵に原因があって事故が発生した場合に対応するため，リスク

に応じた保険等に加入すること。最低限必要な保険及び保証金額は次のとおりとする。 

保険条件 保険金額（補償額） 免責金額 損害てん補割合 

施設所有 身体 １名     ２０，０００千円 １事故１千円 １００% 
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管理者特約    １事故   ２００，０００千円 

財物 １事故     ２，０００千円 １事故１千円 １００% 

 

保険条件 保険金額（補償額） 

来場者 

傷害補償 

死亡・後遺障害 １名  １，５００千円 

入院補償 １名１日   ３，０００円 

通院補償 １名１日   １，０００円 

 

（５）金銭管理に関する業務 

指定管理者は，金銭の管理について十分留意するとともに，必要に応じ，両替対応及び釣銭の準

備を行うこと。 

 

（６）不法駐車・不審者・放置自動車等への対応に関する業務 

指定管理者は，不法駐車を行っているものに対し，適宜必要な対応を行うとともに，不審者・ホ

ームレス等についても適切に対処すること。また，放置自動車等は，盗難事件や事故等も想定され

るため，長期放置が生じないよう定期的にチェックし，適切に対処すること。 

 

（７）災害対策に関する業務 

指定管理者は，施設利用者の生命及び財産の安全を確保するために，防火管理者（消防法第８条）

を配置し，非常事態に備え，消火，通報，避難誘導等緊急時の対応マニュアルを作成するとともに，

定期に消防・防災訓練を実施するなど体制を整えておくこと。 

なお，当施設は指定避難所及び指定緊急避難場所であることから，松山市地域防災計画等により，

災害対策を優先する等市が行う災害応急活動に協力すること。 

 

（８）苦情等の取扱いに関する業務 

① 指定管理者は，苦情・要望を受付けた場合は，速やかにその内容を検討し，公正かつ迅速な対

応を行うこと。 

② 指定管理者は，処理経過については，その内容を記録しておくこと。 

③ 指定管理者は，施設等の利用その他に対する問い合わせ又は相談については，適切に対応する

こと。 

④ 指定管理者側で解決できない又は市で対応しなければならない苦情については，速やかに市へ

報告すること。 

⑤ 不当な苦情，要求に対しては毅然と対応し，対応する職員に過度の負担がかからないよう，組

織的に対応すること。 

 

（９）利用促進に関する業務 

指定管理者は，ふるさと館等の効用を最大限発揮するため，利用促進に努めることとし，次の事

項を実施すること。 

① 宣伝広報 
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指定管理者は，市と協議しながら，ふるさと館等及びふるさと館等で実施されるイベントのＰ

Ｒのために，必要な媒体の作成，配布等を行うこと。 

ア ふるさと館等ホームページの作成・更新 

ふるさと館等の運営に関する基本情報や新着情報を随時更新し，ふるさと館等を分かりやす

く紹介し，親しみやすいホームページとして運営していくこと。なお，ホームページは，利用

者の立場になって，アクセシビリティ，ユニバーサルデザインの考え方に基づいて管理するこ

と。 

イ 施設案内パンフレットの作成・配布 

ウ イベント情報誌等の作成・配布 

エ 報道機関等への情報提供（資料送付，記事校正，取材依頼等の対応） 

オ ふるさと館等の事業報告，事業概要，施設の業務等を紹介する資料の作成・配布又はホーム

ページでの公開 

カ 市が有する広告媒体（市広報，市ホームページ，報道発表及び市政記者クラブへの周知，市

有施設（支所，公民館，市立小中学校，その他市有施設））の活用 

② 誘致活動 

指定管理者は，学校，企業，関連団体等への誘致活動の実施など，ふるさと館等の利用促進を

図ること。 

 

（１０）事業報告書等の提出 

① 指定管理者は，次の事項を記載した「事業報告書（月次）及び使用料調定簿」を作成し，市長

が定める期日までに，市に提出すること。書式等は，市と指定管理者で協議の上，定めるものと

する。 

   ア ふるさと館等の管理業務の実施状況及び利用状況に関する事項 

   イ ふるさと館等に係る使用料等の収入の実績に関する事項 

   ウ ふるさと館等に係る電気，ガス，水道の利用料に関する事項 

   エ その他市長が必要と認める事項 

② 指定管理者は，次の事項を記載した事業報告書（四半期）を作成し，市長が定める期日までに，

市に提出すること。書式等は，市と指定管理者で協議の上，定めるものとする。 

   ア ふるさと館等の管理業務の実施状況及び利用状況に関する事項 

   イ ふるさと館等に係る使用料等の収入の実績に関する事項 

   ウ ふるさと館等の管理業務に係る経理の状況に関する事項 

   エ 利用者ニーズの報告に関する事項 

   オ その他市長が必要と認める事項 

③ 指定管理者は，次の事項を記載した事業報告書（年次）を作成し，市長が定める期日までに，

市に提出すること。ただし，必要があれば，市の求めに応じ速やかに提出すること。書式等は，

市と指定管理者で協議の上，定めるものとする。 

ア 入館者数，施設見学者数，常設展示観覧者数，企画展示観覧者数 

イ 講座開講状況（回数，人数，参加料，受講者名簿等） 

ウ 有料施設利用状況（施設別・月別の回数，人数，使用料等） 
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エ クレーム対応状況（クレーム内容，処理等） 

オ 体育施設の管理に関する作業記録 

カ 利用者アンケートの結果報告 

④ 指定管理者は，上記の他市長が必要と認める事項については，その都度市の求めに応じて速や

かに報告書を提出すること。書式等は，市と指定管理者で協議の上，定めるものとする。 

⑤ 指定管理者は，定期的に施設利用者から意見や満足度等を聴取し，利用者モニタリングを行う

こと。なお，実施時期や項目については，市と協議の上，定めるものとする。 

⑥ 指定管理者は，利用者モニタリングの結果及び利用者実績の分析により，管理実績の評価を行

い，市に提出すること。なお，実施時期や項目及び書式は，市と指定管理者で協議の上，定める

ものとする。 

⑦ 事業報告書の検査により，指定管理者が事業の基準を満たしていないことが明らかな場合には，

市は指定管理者に対して必要な指示を行うものとする。 

 

（１１）関係機関等との連携・連絡調整 

指定管理者は，市（文化・ことば課，スポーティングシティ推進課，公園管理課，危機管理課等）

及び市教育委員会（文化財課，松山市埋蔵文化財センター・考古館等）と連携を取りながら業務を

遂行すること。また，利用者団体，地元自治会，各種歴史研究団体等，その他関連する団体，組織，

機関等との良好な関係を維持するとともに，必要に応じ連絡調整を行うこと。 

 

３ 企画運営・歴史民俗文化財等保護に関する業務 

（１）展示に関する業務 

指定管理者は，展示している資料の監視及び点検，清掃等を行い適切な状態を保つことにより，

入館者が快適に観覧できる環境を維持すること。また，必要に応じて展示資料に関する解説を行う

こと。 

  ① 常設展示 

指定管理者は，常設展示の適切な環境管理を行うとともに，収蔵品の状態把握・調査・同定記

録・保守等を行うこと。また，施設の活性化を図るため，適宜，市の承認を得て展示スペースの

有効活用に努めること。 

【主な常設展示の例示】 

   （１階） 

    ア 歴史民俗資料展示室 

      北条地区の発掘品，文化財等の資料 

    イ エントランスホール 

      〇鹿島の櫂練り（愛媛県指定無形民俗文化財）の模型 

※櫂練り：中世の豪族河野氏の水軍が，出陣に際し鹿島神社の神前で戦勝祈願し，又凱

旋の祝勝奉賛として行われていたものが，現在まで地元に伝承行事として残っている。 

      〇５０型テレビ 

       「河野氏物語」「北条の歴史と文化」等のＤＶＤ映像 

   （２階） 
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    ア 美術展示室 

      北条地区出身の安藤義茂，石井南放の美術作品 

    イ ホール 

河野氏関係資料パネル（系図，関係歴史年表，諸国系図・史跡地図，ゆかりの史跡等） 

  ② 企画展示 

指定管理者は，施設を有効活用し，文化の振興を図るために，市の承認を得て四季折々の企画

展示（ひな人形展，五月人形展等）を実施するとともに，市が主催する事業への協力を行うこと。 

ア 北条地区の歴史や文化を代表し，又は関連するテーマ等について，常設展示だけでは展示

できないものや紹介し尽くせないものをより深く掘り下げて展示紹介すること。 

イ 企画展示は，自主企画展示のほか，他機関と連携して行う巡回展，あるいは，新聞社など

と共催して行う企画展示の開催も可能とする。 

ウ 鹿島や北条地区の市街地が一望できる３階展望室の魅力をより多くの市民に認知しても

らうため，展望室を利用した展示やイベント等を積極的に提案すること。 

 

（２）講座に関する業務 

指定管理者は，ふるさと館等を生涯学習の場として活用するため，歴史文化等を学習する成人や

子ども向けの講座及び美術関係の講座等を設け，多数の市民が参加できるよう積極的に実施するこ

と。講座の内容は，次の例を参考に年間６講座程度を定期又は随時に開催すること。 

① ふるさと風早に関する講座（年１１～１２回程度 定員６０名程度） 

② 自然体験に関する教室（年６～８回程度 定員４０名程度） 

③ 歴史体験に関する教室（年８～１０回程度 定員４０名程度） 

④ 陶芸に関する教室（年８～１０回程度 定員１５名程度） 

⑤ 絵手紙に関する教室（年８～１０回程度 定員３０名程度） 

⑥ 絵画に関する教室（年１１～１２回程度 定員２０名程度） 

⑦ 生花に関する教室（年８～１０回程度 定員１５名程度） 

⑧ 書道に関する教室（年８～１０回程度 定員１５名程度） 

 

（３）河野氏等に関する業務 

  ① 河野氏関係のデータの収集に努めるとともに，河野氏の歴史的価値を高める「河野氏関係交流

会」を行うなど，学芸業務を積極的に行うこと。 

  ② 風早歴史文化研究会との連絡・調整等業務を行うこと。なお，前記の河野氏関係交流会は，同

研究会と協議の上共同で実施すること。 

 

（４）自主事業 

指定管理者は，上記に掲げる事業のほか，ふるさと館等の設置目的に合致し，管理業務の実施を

妨げない範囲において，施設の有効利用や利用の促進のために必要と認める事業を自ら企画し，積

極的に実施すること。自主事業の実施に当たっては，事前に市と協議し，市の承認を受けること。

なお，自主事業に要する経費は，指定管理者の負担とするものとする。 
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４ ふるさと館等の維持管理に関する業務 

指定管理者は，ふるさと館等が有する機能を最大限に活用するとともに，利用者が安全かつ快適に

施設を利用できるよう，安全面，衛生面及び機能面に留意して適切な管理を行うこと。なお，法令等

の規定により官公署の免許，許可，認可が必要な業務においては，これを遵守すること。個々の業務

について再委託を行う場合には，当該業務について当該再委託先が，それぞれ上記の免許，許可，認

認可を受けていること。 

 

 

（１）施設設備等の維持管理に関する業務 

  ① 建築物について，仕上げ材の浮き，ひび割れ，はがれ，かび等の発生がない状態を維持し，か

つ美観を維持すること。 

② 施設及び附属設備等の機能を保持し，日常円滑な運用に支障が生じないよう，法定点検，定期

点検，日常点検，始業前点検等による適切な維持管理を行うこと。 

【主な業務内容】（詳細は別紙「維持管理業務仕様書」を参照すること。） 

業務名 対象施設 内 容 

自家用電気工作物保安管理業務 全施設 電気事業法等に基づく保安管理 

消防設備保守点検業務 北条ふるさと館 消防庁告示に基づく点検 

エレベーター保守点検業務 北条ふるさと館 建築基準法等に基づく点検 

警備業務 北条ふるさと館 機械・器具警備及び巡回警備 

空調設備保守点検 北条ふるさと館 冷温水機の冷暖房切換・点検 

防火対象物定期点検業務 北条ふるさと館 消防法に基づく点検 

貯油槽設備点検業務 北条ふるさと館 消防法に基づく点検 

上水道貯水槽清掃業務 北条ふるさと館 水道法等に基づく清掃 

浄化槽保守点検業務 安岡避難地 浄化槽法に基づく保守点検 

浄化槽清掃業務 安岡避難地 浄化槽法に基づく清掃 

浄化槽法定検査業務 安岡避難地 浄化槽法に基づく法定検査 

 

（２）清掃及び植栽管理等に関する業務 

① 指定管理者は，利用者の出入口を含めてふるさと館等の環境・衛生を維持し，快適な空間を保

ち，利用者が清潔感を持って利用できるよう適切に清掃を行うこと。清掃の実施にあたっては，

できる限り利用者の妨げにならないように実施するとともに，清掃箇所の状況を踏まえ，日常清

掃と定期清掃を組み合わせて行うこと。 

② 指定管理者は，施設内で発生するごみについて廃棄物に関する関係法令及び市条例等に基づき

適正に処理すること。特に産業廃棄物については，廃棄物の分類毎に適正な処分を行うものとす

る。ごみ収集は日々的確に行い，ごみ庫を含め施設内を清潔な状態にしておくこと。また，資源

の有効活用ができるよう分別を徹底し，再資源化や再利用に努めること。 

③ 指定管理者は，敷地内の植栽を適切に保護・育成・剪定することにより，豊かで美しい施設内

自然環境を維持すること。 

  【主な業務内容】（詳細は別紙「維持管理業務仕様書」を参照すること。） 
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業務名 内 容 

北条ふるさと館清掃管理業務 日常・定期清掃（建物内部，照明器具，ガラス，建物外部） 

北条ふるさと館植栽管理業務 植木剪定，植木消毒，草刈等 

河野別府公園管理業務 清掃，除草，植栽，剪定，消毒，ごみ処理，グランド整備等 

北条公園（法橋運動広場）管理業務 
清掃，剪定，除草，消毒，ごみ処理・回収・分別・処分，グ

ランド整備等 

安岡避難地管理業務 除草，清掃，剪定，便所清掃，消毒等 

 

（３）施設設備の修繕等に関する業務 

指定管理者は，ふるさと館等の施設設備に破損，不具合等が発生したときは，市に報告するとと

もに，速やかに修繕等を行い，その改善が図られるよう適切に対処すること。なお，経常的な修繕

（各年度概ね２００万円を想定。）に要する費用は，原則として指定管理者が負担し，それ以外の

大規模修繕，改修は市が負担するものとする。また，次年度に修繕，改修が必要であると判断した

場合は，速やかに市に報告すること。 

 

【主な修繕の例示】 

区 分 内  容 

北条ふるさと館 

トイレ関係修繕（つまり・漏水・塗装・洗面台等），給配水管の漏水，照明電球・

電池の交換（蓄電池含む），音響調光設備・机・椅子等の修繕，自動外灯センサー

の交換，トラックのパンク修繕，空調機関係修繕（ファンモーター交換，制御盤

交換等），廊下のカーペット・壁紙・タイル等の一部張替え，窓（ドア）ガラスの

取替，消防用設備取替（改修），手すりの修繕 

体育施設部分 

テニスコート（支柱・白線・ネット・芝の一部・金具等）の補修，グランドバッ

クネット及びフェンスの修繕，夜間照明の電球取替及び夜間照明タイマー修繕，

サッカーゴール修繕，電撃殺虫機の修繕 

公園部分 

トイレ関係修繕（つまり・漏水・塗装・洗面台等），給配水管の漏水，照明電球・

電池の交換（蓄電池含む），水銀灯電球取替，ベンチ・水飲み場・時計・木橋・遊

具等の塗装及び修繕，シャワー室関係修繕，藤棚修繕，太陽電池時計の修繕 

安岡避難地 
夜間照明電球取替，夜間照明タイマー修繕，トイレ関係修繕（つまり・漏水・

塗装・洗面台等） 

 

（４）備品等の維持管理に関する業務 

  ① 指定管理者は，市が貸与する備品等について，松山市財務会計規則（昭和３９年規則第１１号）

及び関係例規に基づき適切に管理すること。 

② 指定管理者は，市が貸与する備品等について，ふるさと館等の運営に支障をきたさないよう管

理を行うこと。破損，不具合等が発生したときは，市に報告するとともに速やかに修繕等を行い，

その改善が図られるよう適切に対処すること。 

 管理施設で不用となった備品については，市が備品購入の入れ替え等に合わせて既存備品を処分

する場合を除き，あらかじめ市の承認を得て廃棄又は返納すること。なお，不用となった備品を
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廃棄する場合は，市の不用備品回収等により，市が処分するものとする。 

③ 指定管理者は，管理業務の経費により取得した備品等については，市と指定管理者の協議の上，

施設の継続的な維持管理に必要なものについては，市に寄附するものとする。 

④ 指定管理者は，ふるさと館等の運営に支障をきたさないよう必要な消耗品を適宜購入し，管理

を行うこと。不具合の生じたものに関しては随時更新を行うこと。 

 

５ その他 

（１）文化の森公園等の見回りに関する業務 

北条ふるさと館，河野別府公園市民グランド・サブグランド・テニスコート，河野別府公園の位

置する文化の森公園内，北条公園及び安岡避難地を見回り，施設等に異常がないか確認すること。

異常がある場合には，直ちに電話又はＦＡＸ等で市に報告するとともに，報告書を提出すること。 

① 見回る場所 

文化の森公園全体，北条公園，安岡避難地（別図参照） 

② 見回る日時 

文化の森公園全体は毎日３回（概ね午前１０時，午後４時，午後９時），北条公園，安岡避難

地は毎日１回，その他適宜見回りを行うこと。 

 

（２）指定期間終了後の業務引継ぎ 

① 指定管理者は，指定期間が満了したとき，又は指定期間満了前に指定の取消しが行われたとき

は，次期管理者が円滑かつ支障なく業務を遂行できるよう，引継ぎを行うこと。また，引継ぎマ

ニュアルを作成し，市に提出すること。 

② 引継ぎに当たっては，引継ぎ内容が不十分であることを原因とした事故等を防止するため，危

険注意箇所等について十分に確認を行うとともに，施設の利用予約に関する情報等，施設の管理

運営に必要な情報を遅滞なく次期管理者へ提供するなど，引継ぎに遺漏のないよう十分留意する

こと。 

 

（３）電力需給契約 

   指定管理者は，現在の契約を継続することを原則とするが，電力自由化において契約の変更・解

約する場合は，指定管理者の負担と責任において行うものとし，施設の電力が安定して供給される

よう努めること。 

 

（４）疑義についての協議 

この仕様書に定める事項の解釈について疑義を生じたとき又は特別の定めのない事項について

は，市と指定管理者で協議の上，これを定めるものとする。 

 

（５）原状回復義務 

   指定管理者は，協定の期間の満了や指定が取り消された場合，または協定を解除された場合は，

市の指示に基づき，施設を原状に復して引き渡さなければならない。 

 



 14 

（６）事業の継続が困難になった場合の措置 

  ① 指定管理者の責めに帰すべき事由により業務の継続が困難になった場合の措置。 

    市は指定管理者の指定を取消す等の措置を取ることとする。この場合，市に生じた損害は指定

管理者が賠償する責に任ずる。また，次期指定管理者が円滑かつ支障なく所管施設の管理運営業

務を遂行できるように，引継ぎを行うものとする。 

  ② その他の事由により事業の継続が困難となった場合の措置。 

    災害その他の不可抗力等，市及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない事由により業務

の継続が困難になった場合，事業継続の可否について協議するものとする。 
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（別図）指定管理者が業務を行う区域 

 

【施設位置図】 

 
 

○北条ふるさと館 

○河野別府公園市民グランド・河野別府公園サブグランド・河野別府公園テニスコート 

○河野別府公園 

 ※斜線（  ）の部分を除く区域が指定管理業務の区域となります。ただし，「５（１）文化の森公

園の見回りに関する業務」については，斜線の部分も含みます。 
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○北条公園体育施設（法橋運動広場） 

○北条公園（法橋運動広場） 

 

 

 

○安岡避難地 
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（別紙）維持管理業務仕様書 
 

業務名 自家用電気工作物保安管理業務 

対象施設 ①北条ふるさと館 ②河野別府公園（体育施設も含む） ③北条公園（法橋運動広場）（体育施設も含む）  

④安岡避難地 

業務内容 １ 目 的 

本仕様書は，市が設置した電気設備（以下，「設備」という。）の自家用電気工作物の工事，維持及び運用に

関する保安を確保するための保安管理業務に関する外部委託について必要な事項を定め，契約の適正な履行の

確保を図るためのものである。 

２ 保安管理業務の対象 

  保安管理業務の対象は，次に掲げる電気工作物とする。 

（１）事業場の名称 （２）事業場の所在地 （３）電気設備の概要 

北条ふるさと館 松山市河野別府９９５ 

・需要設備 

設備容量  ２００kＶＡ  受電電圧 ６.６kＶ 

・非常用予備発電装置   

発電容量   ２０kＶＡ  発電電圧 ０.２kＶ 

河野別府公園 松山市河野別府９２１ 
・需要設備 

設備容量  １４０kＶＡ  受電電圧 ６.６kＶ 

北条公園（法橋運動広場） 松山市河野別府９２１ 
・需要設備 

設備容量   ５２kＶＡ  受電電圧 ６.６kＶ 

安岡避難地 松山市安岡甲６４ 
・需要設備 

 設備容量   ５０kＶＡ  受電電圧 ６.６kＶ 

（４）関係図書 

   設備見取図及び単線結線図等の閲覧確認，貸出し等の手続きは北条ふるさと館にて行うものとする。 

３ 用語の定義 

  仕様書に使用する用語の定義は，次の各号に定めるところによる。 

（１）「保安業務従事者」とは，法人の委託契約の承認申請に係る事業場（以下，「申請事業場」という。）の保

安管理業務に従事する者をいう。 

（２）「保安業務担当者」とは，保安業務従事者であって申請事業場を担当する者をいう。 

（３）「契約書」とは，自家用電気工作物の保安管理業務に関する委託契約書をいう。 

（４）「仕様書」とは，業務の指示事項等を定める図書をいう。 

（５）「特記仕様書」とは，仕様書を補足し，業務の実施に関する明細又は特別な事項を定める図書をいう。 

４ 経営の状況等 

（１）電気保安管理業務契約状況 

「受託者」は，本契約分も含み電気保安管理業務契約事業場の換算点数（「経済産業省告示２４９号第３条」

による）が電気事業法施行規則第５２条第２項に定める条件を満足すること。 

（２）保安管理業務の実績 

「受託者」は，中国四国産業保安監督部長の保安管理業務外部委託承認（平成１５年１２月３１日以前は，

「主任技術者不選任承認」）を受けて，電気保安管理業を営んだ実績を有すること。 

５ 提供する役務の品質保証 

（１）法人における品質保証 

「受託者」は，保安管理業務等について，電気事業法施行規則第５２条の２第２号ニに規定される下記の事

項を明確にしたマネジメントシステムを構築し，レビューを実施していること。 

① 電気事業法施行規則第５２条の２第２号イに規定する要件を満足する資格を有し，かつ電気保安法人の従

業員である保安業務従事者を選任すること。 

    ② 保安管理業務の職務のみを専従とした保安業務担当者を選任すること。 

③ 保安業務担当者が，他の保安業務従事者に，点検を行わせる場合は保安業務担当者と保安業務従事者は指

揮命令関係にあって，かつ点検・報告等の業務分担が明確となっていること。 

（２）労働災害総合保険への加入 

「受託者」は予想される高電圧，高所作業等における労働災害事故に備えて労働者災害補償保険に加入して

いること。（労働災害総合保険証の写しを添付すること。） 

（３）損害賠償の能力 

「受託者」はこの契約の実施に当って故意又は過失によって｢委託者｣又は，第三者に与える恐れがある損害

（｢委託者｣又は第三者の感電，点検に伴う機器の損傷，停電による業務の障害等）に対して十分な賠償能力

を有すること。 

（４）受電設備保証保険制度への加入 

   「受託者」は，落雷，水災により受電設備が損壊した場合に保証する受電設備保証保険に加入していること。

（保険証の写しを添付すること） 
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６ 業務の内容等 

（１）保安管理業務の内容 

「受託者」は，「委託者」の保安規程に基づいて業務を実施するものとし，その具体的実施基準は，別紙「保

安管理業務の細目及び基準」によるものとする。 

（２）実施者の確認等 

「受託者」は，点検等を行う際には，委託契約書等に明記されている保安業務担当者等であることを示す身

分証明書等（顔写真入）により，本人であることを「委託者」に明らかにすること。「委託者」は，面接な

どにより本人の確認を行う。 

また，応援者（点検，緊急時）についても同様身分証明書等により身元の確認ができること，及び車両，服

装が統一されていること。 

（３）再委託の禁止 

   「受託者」は，契約した業務の全部又は一部を他の者に再委託してはならない。 

（４）災害，事故その他非常時の場合における体制等 

① 「受託者」は，電気工作物の災害，事故その他非常の場合の連絡を 24 時間受け得ることができ，かつ，２

時間以内に保安管理業務委託施設へ到着できる体制を明確化しておくこと。 

また，県下広域で同時に大規模な災害が発生した場合の対応方法についてフロー図（様式自由）を提出す

ること。 

② 災害発生後「受託者」は，避難箇所として使用されている施設について安全確保のため毎日点検を行うこ

と。また，緊急用に設置される非常用電源の運転時には点検を行うこと。 

③ 「委託者」が行う大規模災害等を想定した訓練には，「受託者」は必要人員を確保し協力すること。 

（５）絶縁監視装置 

低圧電路の絶縁（漏電）を監視するために絶縁監視装置（警報設定値（上限５０ｍＡ）以上の漏電電流を感

知し発報するもの）を設置する場合は，「乙」の責任において設置し，これを維持管理すること。「受託者」

は，この装置により絶縁状態（漏電）を常時監視し，電路の絶縁が不良（漏電が発生）となったことを感知

した場合には，「委託者」に通知するとともに応急措置をとるものとする。 

（６）記録の保存 

受託者が実施し，報告した保安管理業務の結果の記録等は，委託者受託者双方において委託者の保安規程に

基づき保存するものとする。 

７ 安全管理 

（１）安全の確保 

業務の実施にあたっては，労働安全衛生規則，電気事業法等の関連法規を遵守し安全確保しなければならな

い。 

（２）単独作業の禁止 

高圧回路の停電，送電操作を伴う作業，高圧近接作業，又は高所作業を行う場合は，安全確保のため監視者

をおいて複数で作業すること。 

（３）保護具，防護具の使用 

「受託者」は，高圧近接作業を行う場合は適正な絶縁用防護具，絶縁用保護具を使用しなければならない。

（労働安全衛生規則第３４２，３４３条） 

   また，そのために必要な，適正な防護具，保護具を常備すること。 

「受託者」は，防護具，保護具を定期的に（6 ヶ月に 1 回以上）耐圧試験を実施し，その絶縁性能が維持さ

れていることを確認しなければならない。（労働安全衛生規則第３５１条） 

   また，その記録は「委託者」の求めがあったとき，直ちに開示しなければならない。 

８ 機械器具の管理 

（１）機械器具の保有 

「受託者」は，業務に使用するために電気事業法施行規則第５２条の２第１号ハ，第２号ロ，平成１５年経

済産業省告示２４９号第２条に規定された機械器具を保有しなければならない。 

 

経済産業省告示２４９号第２条  

電気事業法施行規則第５２条の２第１号ハ，第２号ロの機械器具は，次の各号に掲げる

ものとする。  

ただし，保安管理業務を実施する事業場の設置者が，これらの機械器具を当該事業場に

備え付けてある場合にあっては，当該機械器具を，委託契約の相手方が太陽電池発電所

，燃料電池発電所，需要設備又は配電線路を管理する事業場の保安管理業務のみを実施

する場合にあっては，第七号から第九号までに掲げる機械器具を，委託契約の相手方又

は当該事業場の設置者が必要な場合に使用し得る措置を講じている場合にあっては，第

十号及び第十一号に掲げる機械器具をそれぞれ除くものとする。  

一．絶縁抵抗計  二．電流計  三．電圧計  四．低圧検電器  五．高圧検電器  

六．接地抵抗計  七．騒音計  八．振動計  九．回転計  十．継電器試験装置  

十一．絶縁耐力試験装置  
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（２）測定器の校正・誤差試験 

「受託者」が業務に使用する次の測定機器（継電器試験機，耐圧試験機に組み込まれた交流電圧計，電流計

も含む。）は国家基準を満足した方法で校正・誤差試験を実施すること。 

１）交流電圧計 ２）交流電流計 ３）絶縁抵抗計 ４）接地抵抗計 

（３）校正・誤差試験結果の記録等 

前項の測定機器の校正・誤差試験の周期は１年未満とし，「受託者」はその試験結果の記録を台帳管理する

とともに，「委託者」の求めがあったときは直ちに開示しなければならない。 

   合格品には校正試験合格シールを貼付し，その中に実施日を明示しなければならない。 

９ 保安教育 

「委託者」の従業員に対して行う電気工作物の保安に関する必要な事項について，講習会開催の要請を「委託

者」から受けた場合「受託者」は講習会を開催すること。 

10 中国四国産業保安監督部長への申請，届出 

「受託者」は，契約締結後速やかに中国四国産業保安監督部長へ申請，届出する保安管理業務外部委託承認申

請書，保安規程届出書の作成，及び提出手続きに関する助言を行うものとする。 

（電気事業法第 42 条第１，2 項，電気事業法施行規則第 52 条第 2 項） 

ただし，「受託者」が引き続き前年と同一の者である場合はこの申請，届出は必要のないものとする。 

上記の申請が 1 ヶ月以内に承認を得られなかった場合，又は取り消しになった場合，「委託者」はこの契約を

一方的に解除できるものとする。 
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１．保安管理業務の内容                                                                           

 （1）乙が受託して実施する保安管理業務は次によるものとします。                                   

   ① 定例の保安管理業務は次によるものとします。

　　ａ．定期的な点検、測定及び試験（具体的基準は、別表第１「点検、測定及び試験の基準」によります。）を行い、

　　　経済産業省令で定める技術基準（以下「技術基準」といいます。）の規定に適合しない事項又は適合しないおそれ

　　　があるときは、とるべき措置について甲に報告するものとします。             

    ｂ．電気事故その他電気工作物に異常が発生し又は発生するおそれがある場合において、原因の究明に協力し、応急

　　　措置を指導するとともに、必要により臨時点検を実施し、再発防止につきとるべき措置を報告するものとします。

    ｃ．電気事業法第107条第３項に規定する立入検査の立ち会いを行うものとします。

　 ② 定例以外の保安管理業務は次によるものとし、甲の要求に基づき必要の都度行います。             

    ａ．電気工作物の工事、維持及び運用に関する経済産業大臣又は中国四国産業保安監督部長への報告、届出書類及び

　　　図面等について、その作成及び手続きの助言を行うものとします。                   

　　ｂ．電気工作物の設置又は変更の工事について、設計の審査及び竣工検査を行い、必要に応じそのとるべき措置につ

　　　いて甲に報告するものとします。                                                 

　　ｃ．電気工作物の設置又は変更の工事について、甲の通知を受けて工事期間中の点検を毎週１回行い、必要に応じそ

　　　のとるべき措置について甲に報告するものとします。                               

        ただし、内燃力発電所、ガスタービン発電所、太陽電池発電所及び風力発電所については、経済産業省告示第

　　　249号第4条の規定により点検は行わないものとします。

 （2）次の①～④のいずれかに該当する電気工作物については、甲は点検、測定及び試験の全部又は一部を、電気工事業

　　者、電気機器製造業者等に依頼して行うものとします。これに関し、甲の求めに応じ乙は助言を行うこととします。

　 ① 設備の特殊性のため、専門の知識及び技術を有する者でなければ点検を行うことが困難な自家用電気工作物（例え

　　ば、次のａからｆまでのいずれかに該当する自家用電気工作物）                       

　　ａ．建築基準法（昭和25年法律第201号）第12条第３項の規定に基づき、一級建築士等の検査を要する建築設備

    ｂ．消防法（昭和23年法律第186号）第17条の３の３の規定に基づき、消防設備士免状の交付を受けている者等の点

　　　検を要する消防用設備等又は特殊消防用設備等                                       

    ｃ．労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）第45条第２項の規定に基づき、検査業者等の検査を要することとなる機械

    ｄ．機器の精度等の観点から専門の知識及び技術を有する者による調整を要する機器（医療用機器、オートメーショ

　　　ン化された工作機械群等）                                                       

    ｅ．内部点検のための分解、組立に特殊な技術を要する機器（密閉型防爆構造機器等）               

    ｆ．壁の中、密閉された天井裏、固定ボルトで固定された機器の内部等の隠ぺい場所に設置された配線及び機器等

　 ② 設置場所の特殊性のため、乙が点検を行うことが困難な自家用電気工作物（例えば、次のａからｆまでのいずれか

　　の場所に設置される自家用電気工作物）                                             

    ａ．高所にある配線、機器等及び稼働中の機器又はその付近の配線、機器等で点検を行うことが危険を伴う場合

　　　（広告塔、照明塔、回転機器等）                                                     

    ｂ．立入に危険を伴う場所（酸素欠乏危険場所、有毒ガス発生場所、高所での危険作業を伴う 場所、放射線管理区域等）

    ｃ．情報管理のため立入が制限される場所（機密文書保管室、研究室、金庫室、電算室等）           

    ｄ．衛生管理のため立入が制限される場所（手術室、無菌室、新生児室、クリーンルーム等）         

    ｅ．機密管理のため立入が制限される場所（独居房等）                                           

    ｆ．立入に専門家による特殊な作業を要する場所（密閉場所等）   

 　③ 事業場外で使用されている可搬型機器である自家用電気工作物                                   

　 ④ 発電設備のうち電気設備以外である自家用電気工作物                                           

 （3）乙は、上記（1）及び（2）の点検の他、甲の日常巡視等において異常等がなかったか否かの問診を行い、異常が

　　あった場合には、保安業務担当者等の観点から点検を行うものとします。　 

２．絶縁監視装置の警報発生時の処置                                                               

 （1）乙は、電気工作物に設置した絶縁監視装置から次の警報を直接又は甲を通じて受けた場合、警報の発生の原因を調

　　査し、再発防止につきとるべき措置を行うものとします。

　　ａ．警報動作電流50mA以上の漏えい電流が発生している旨の警報（以下「漏えい警報」といいます。）を連続して５

　　　分以上受信した場合                                                             

    ｂ．５分未満の漏えい警報を繰り返し受信した場合                                               

 （2）乙は、警報発生時の受信の記録を３年間保存するものとします。

別紙

保安管理業務の細目及び基準
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　別 表　　第 １

                                                                                         
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

接地

工事

点検、測定及び試験の基準

年 次 点 検

停　電 無停電

引

込

設

備

○

※2○

設　備 点　検　項　目

点　検　の　種　別

定 期 点 検 工事期間中の点検

臨　時　点　検月次点検

※3○

 継電器の動作特性試験 ※3○ ※3○

○ ※1○

 継電器の動作試験 ○

 引込線、支持物、ケーブル等

 開閉器と継電器の連動試験 ※3○

 区分開閉器  外観点検 ○ ○

 絶縁抵抗測定

○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 外観点検 ○ ○

受

電

設

備

 断路器

 電力用ヒューズ

 変圧器

 絶縁油酸価測定

 内部点検

○ ○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 外観点検 ○

○ ○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 外観点検 ○

必要の都度

 遮断器、負荷開閉器  外観点検 ○ ○ ○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

1回/6年

 絶縁油酸価測定 上記結果により

必要の都度   〃　耐圧試験

 内部点検

※3○ ※3○

遮断器、開閉器と継電器の連動
試験 ※3○ ※3○

 継電器の動作特性試験

○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 外観点検 ○ ○

1回/6年

 漏えい電流測定 ○

上記結果により

必要の都度   〃　耐圧試験

 コンデンサ、 リアクトル  外観点検 ○ ○ ○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 計器用変成器、 零相変流器  外観点検 ○ ○ ○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 母線等

○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 避雷器  外観点検 ○ ○

○

○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 外観点検 ○ ○

受
・
配
電
盤

 配電盤、制御回路

○

 絶縁抵抗測定 ○ ※1○

 その他の高圧機器  外観点検 ○

○ ○

 電圧、電流測定 ○

 外観点検 ○

 外観点検 ○

○ ※1○

 計器校正試験 必要の都度

 絶縁抵抗測定

○ ○ 接地線、保護管等

○ ○

 許容誤差試験（伝送試験を含む） ○ ○

 絶縁監視装置

構
造
物

受電室建屋、キュービクル式 受・変電
設備の金属製外箱等 （発電設備含む）

 外観点検 ○

○

 接地抵抗測定 ※4○ ※4○

 外観点検

○ ○
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設 備 点 検 項 目 

点 検 の 種 別  

定 期 点 検 工事期間中の点検 

臨 時 点 検 

 

月次点検 年次点検 

停 電 無停電 

配電 

設備 

 電線路  外観点検 ○ ○ ○ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要の都度 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

負 

 

荷 

 

設 

 

備 

 低圧機器  外観点検 ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

 低圧配線，制御配線  外観点検 ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

 開閉器  外観点検 ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

 遮断器  外観点検 ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

非 

常 

用 

予 

備 

発 

電 

装 

置 

 原動機，始動装置及び付属装置  外観点検 ○ ○ ○ 

 始動・停止試験 ○ ○ ○ 

 発電機  外観点検 ○ ○ ○ 

 発電電圧，周波数（回転数）の測定  ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

 遮断器，開閉器，配電盤， 

 制御装置等 

 外観点検 ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

 内部点検  １回／6年  

 絶縁油酸価測定   上記結果により 

 必要の都度 
 

   〃 耐圧試験   

 継電器の動作特性試験  ※3,6○  

蓄 

電 

池 

設 

備 

 蓄電池 

（原動機始動用を含み，開放した 

場所にあるものに限る。） 

 外観点検 ○ ○ ○ 

 電圧測定  ○ ○ 

 比重測定  ○ ○ 

 液温測定  ○ ○ 

 充電装置及び付属装置  外観点検 ○ ○ ○ 

 絶縁抵抗測定  ※５○  

発

電

設

備 
 

 原動機，風車及び付属装置  外観点検 ○ ○  

 始動・停止試験  ○  

 始動装置（蓄電池，充電装置等）  外観点検 ○ ○  

 絶縁抵抗測定  ○  

 電圧測定  ○  

 比重測定  ○  

 液温測定  ○  

太陽電池，発電機，燃料電池  外観点検 ○ ○ ○ 

  発電電圧，周波数（回転数）の測定  ○     

 絶縁抵抗測定  ※7,9○ ※1,9○ 

 遮断器，開閉器，変圧器等  外観点検 ○ ○  ○ 

 絶縁抵抗測定  ○ ※1  ○ 

 漏えい電流測定 ○   

 内部点検  １回／6年  

 絶縁油酸価測定   上記結果により 

 必要の都度 
 

  〃 耐圧試験   

 直交変換装置，配電盤， 

 制御装置等 

 外観点検 ○  ○  ○ 

 絶縁抵抗測定  ※7,9○ ※1,9○ 

 電圧，電流測定 ○   

 継電器の動作特性試験  ※3,6,8○ ※3 ○ 

 計器校正試験  必要の都度  
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注１．○印は，各点検項目の該当項目を示し，設備のある場合に適用する。   

２．月次点検は，設備ごとに外観点検を行うものとする。 

外観点検とは，設備が運転中の状態において目視（必要に応じ携帯計器の使用を含む。）により

次の点検項目を行うものとする。 

      ａ．電気工作物の異音，異臭，損傷，汚損等の有無     

      ｂ．電線と他物との離隔距離の適否                                                       

   

      ｃ．機械器具，配線の取付け状態及び過熱の有無 

ｄ．接地線等の保安装置の取付け状態                                                     

   

３．年次点検は，主として停電により設備を停止状態にして年1回点検を行うものとする。ただし,信

頼性が高く，かつ，各点検項目と同等と認められる点検が1年に1回以上行われる機器については，

3年に2回以内の範囲において停電をしない状態で年次点検（無停電年次点検）を行うものとする。

なお，発電設備における無停電年次点検は太陽電池発電設備のみ該当するものとする。 

４．工事期間中の点検は，外観点検を行うものとする。臨時点検は，必要に応じ外観点検及び年次点

検に準じて行うものとする。 

５．絶縁油の酸価測定及び耐圧試験は，過熱・変色，汚損等の異常がない場合，又はＰＣＢ油混入の

おそれがある場合，全部又は一部を省略することができるものとする。                         

        

６．変圧器の二次側より配電盤の主開閉器電源側の絶縁抵抗測定は，漏えい電流測定に替えることが

できるものとする。 

７．変圧器，電力用コンデンサー，計器用変成器，リアクトル，放電コイル，電圧調整器，整流器，

開閉器，遮断器，中性点抵抗器，避電器及びＯＦケーブルにおいて「ポリ塩化ビフェニルを含有す

る絶縁油を使用する電気工作物等の使用及び廃止の状況の把握並びに適正な管理に関する標準実施

要領（内規）」に掲げる高濃度ポリ塩化ビフェニル含有電気工作物に該当しているかの確認を年次

点検時に行うものとする。ただし，これまでに記録等で確認している機器については，その内容を

もって確認したものとする。 

８．※を付した項目は，次のとおりとする。 

※1  部分放電測定及び温度測定に替えることができるものとする。                        

※2  継電器の単体試験（押し釦テスト）及び制御回路試験とする。              

※3  3年に2回以内の範囲で，過去の試験・測定結果，経年的評価及び月次点検時の点検結果等

により正常であることを確認し試験に替えることができるものとする。   

※4  過去の実績により，その全部又は一部を省略することができるものとする。          

※5  絶縁監視装置の動作状況，過去の測定実績等を検討し，絶縁状態が良好と判断される場合

は，測定周期を延長することができるものとする。                                   

       

※6  発電機筐体に組み込まれた継電器の動作特性試験は,その全部又は一部を省略することが

できるものとする。   

※7  開閉器の施設状況又は製造者との協議により，その全部又は一部を省略することができる

ものとする。 

※8  発電設備に設置する系統連携保護装置については，単独運転検出の動作確認に替えることが

できるものとする。 

※9 太陽電池発電設備直流測低圧回路は,絶縁診断等に替えることができるものとする。 
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業務名 消防設備保守点検業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 保守点検対象物及び設置設備 

所 在 地 松山市河野別府９９５番地 

防 火 対 象 物 北条ふるさと館 

設 置 設 備 別記のとおり 

２ 保守点検の方法 

（１）受託者は，消防庁告示第１４号（昭和５０年１０月１６日）の基準により，点検を実施し，委託の本旨に従

い善良な管理者の注意をもって委託業務を処理しなければならない。 

（２）保守点検実施の際には，点検計画表を提出し，各施設の業務に支障のないよう注意すること。 

 

（別記） 

北条ふるさと館消防設備 

１．自動火災報知設備 

設 備 内 容 数 量 

受 信 機 Ｐ 型 １ 級 １ ５ 回 線 １台 

煙 感 知 器 ２２台 

差 動 式 ス ポ ッ ト 型 感 知 器 ４２台 

定 温 式 ス ポ ッ ト 型 感 知 器 ８個 

発 信 機 Ｐ 型 １ 級 １２個 

電 鈴 １３個 

表 示 灯 １２個 

電 源 装 置 １式 

２．非常用放送設備 

設 備 内 容 数 量 

増 幅 器 １式 

専 用 電 源 １式 

非 常 電 源 １式 

遠 隔 操 作 器 ２台 

操 作 装 置 １式 

ス ピ ー カ ー ４９個 

３．消火器具 

設 備 内 容 数 量 

粉 末 消 火 器 ２１本 

４．消火栓設備 

設 備 内 容 数 量 

加 圧 送 水 装 置 １組 

操 作 盤 １台 

消 火 栓 （ 屋 内 ） １３基 

呼 水 装 置 １式 

５．誘導灯 

設 備 内 容 数 量 

避 難 口 誘 導 灯 （ 大 ） ８台 

避 難 口 誘 導 灯 （ 中 ） １３台 

通 路 誘 導 灯 （ 中 ） ６台 

６．防火設備 

設 備 内 容 数 量 

制 御 盤 ２台 

防 火 戸 ５台 

防 火 シ ャ ッ タ ー ５台 

タ レ 壁 １枚 

煙 感 知 器 ６個 

電 源 装 置 １式 

７．自家発電設備 

設 備 内 容 数 量 

デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １式 

交 流 発 電 機 １式 

制 御 盤 １式 
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始 動 装 置 １式 

燃 料 ・ 水 タ ン ク ・ 配 管 １式 

蓄 電 池 設 備 １式 

８．ハロン消火設備 

設 備 内 容 数 量 

ハ ロ ン ガ ス 容 器 ８本 

容 器 弁 開 放 器 ８個 

起 動 用 操 作 函 ２個 

ス ピ ー カ ー ２個 

制 御 盤 １台 

専 用 電 源 装 置 １式 

圧 力 ス イ ッ チ ２個 

ダ ン パ ー ５面 

放 出 表 示 灯 ４個 

選 択 弁 ２個 

ヘ ッ ド ７個 

９．避難器具 

設 備 内 容 数 量 

救 助 袋 １台 

１ 動 作 緩 降 機 １台 

ワ イ ヤ ロ ー プ 式 避 難 は し ご １台 

 

 

業務名 エレベーター保守点検業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 点検 

（１）定期的に技術者を派遣し機器・装置の点検を行い，必要に応じて，給油・調整・清掃を行うこと。 

（２）点検の対象箇所，機器名及び内容については７項「点検内容」のとおりとする。 

（３）点検の都度，「作業報告書」を提出すること。 

２ 品質検査 

定期的に昇降機の機能を確認する検査を行うこと。 

３ 故障対応 

故障等の緊急事態に備え，適切な処置が行えるよう，２４時間，専門技術者が待機すること。 

４ 法令に基づく検査の立会い 

建築基準法（第１２条）又は労働安全衛生法（第４１条）による定期検査・性能検査の立会い，検査受検法定

諸事項を行うこと。 

５ 維持管理の情報サービス 

安全確保，正しい利用法についてのＰＲ及び関係諸法規改正の連絡等の情報提供サービスを行うこと。 

６ 作業中の運転休止 

点検等作業中は昇降機の運転を休止することができる。 

７ 点検内容 

 



 26 

 
 

 

 

 



 27 

 

 

 
 

 



 28 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 29 

 
 

 

 

 

 

 



 30 

 
 

 



 31 

 
 

 

 

 



 32 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 33 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 34 

 
業務名 警備業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 警備対象物 
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（１）所在地  松山市河野別府９９５番地 

（２）対象物  北条ふるさと館 

２ 警備の目的 

警備の対象物の火災，盗難を防止するとともにその保護に任じ，その他の不良行為を排除し，委託者（以下「甲」

という）の業務の円滑な運営に寄与する。 

３ 任務 

（１）火災，盗難，損壊行為の不良行為を感知し拡大の防止 

（２）事故確知時における関係先への通報，連絡 

（３）警備実施事項の報告 

４ 警備方法 

機械，器具による警備と，巡回警備の併用とする。 

５ 警備基準時間 

（１）休館日以外の日       午後 ９時００分から翌日午前８時３０分まで 

（２）年末・年始以外の休館日   午後 ９時００分から翌日午前８時３０分まで 

（３）年末・年始の休館日     ２４時間 

６ 警備責任時間 

警備基準時間内において，警備対象が無人の状態となり，甲からの警報装置警戒開始の信号を受けたときに警

備を開始し，甲からの警報装置警戒解除の信号を受けたときに警備を終了する。 

７ 機械，器具装置 

警備対象物で発生した異常事態を，受託者（以下「乙」という）の事務所へ自動的に通報する機能（部分解除

を含む）を有する機器を乙が設置し乙の所有とする。但し火災報知器はこの限りではない。 

８ 警備体制 

乙は，警備実施時間中，警報受信装置を間断なく監視するとともに，常に機動隊との連絡を保持し，警備対象

物の異常事態に備え，警報受信後２５分以内に現場に到着できる態勢に有ること。 

９ 機動巡回警備 

別記による 

10 異常事態発生における乙の処理 

警報受信装置により甲の警備対象物に異常事態が発生したことを確知したときは，乙は機動隊を速やかに急行

せしめ，異常事態を確認するとともに事態の拡大防止処置にあたる。 

11 事故報告 

警備実施中に事故が発生したときは，直ちに電話若しくは口頭で当該施設管理責任者に報告するとともに，事

故報告書を甲に提出すること。 

12 警報装置の保守点検 

甲の対象物に設置した警報装置の機能については，乙は適宜保守点検を行い，その都度その状況を甲に報告す

るものとする。 

13 賠償額 

乙は，乙の責に帰すべき事由により，甲又は甲の関係者に損害を与えた場合，身体上の損害については被害者

一人につき１０億円，財物上の損害については，復元に要する経費を限度として甲又は甲の関係者に対して損

害賠償の責めに任ずる。 

（別記） 

機動巡回警備内容 

 

１ 巡回は，夜間１回とし，実施時刻は午後９時から午前０時の間とする。 

２ 点検項目は次のとおりとし，点検報告書を当該施設管理責任者へ提出するものとする。 

① 盗難の発見，予防 

② 敷地内の徘徊者，不審者，潜伏者の発見，処置 

③ 施錠すべき窓，扉，シャッター等の点検 

④ 金庫，書庫，機械室の施錠点検 

⑤ 便所及びその他潜伏可能箇所の点検 

⑥ 隣接地帯より波及する危険性の探知，予防 

⑦ 火災の早期発見，消化，予防，通報 

⑧ 各種電気器具，機械類の危険の探知，処置 

⑨ ガス器具類及びガス元栓の点検，処置 

⑩ 水道蛇口及び水漏れの点検，処置 

⑪ 消火器及び消火栓等の使用上障害の有無，管理状態の点検と確認及び処置 

⑫ 不必要電灯の消灯 

⑬ たばこによる火災危険の防止 

⑭ 危険物，可燃物の異常の有無点検，処置 

⑮ その他，異常事態発生時における処置 

 

業務名 空調設備保守点検業務 
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対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 履行場所 

松山市河野別府９９５ 北条ふるさと館 

２ 保守点検対象業務 

（１）冷温水機冷暖房切換業務 

（２）ファンコイルユニット清掃業務 

（３）冷温水機及びファンコイルユニットに事故があった場合の処置 

３ 保守点検業務の対象となる設備 

（１）冷温水機 

矢崎冷温水機 ＣＨ－Ｖ５０Ｐ ２基 

（２）ファンコイルユニット 

天井カセット型  ＫＮ－４００，６００，８００ １４台 

高静圧天井埋込型 ＣＲ－８００Ｐ，１２００Ｐ  １２台 

天井埋込ミニハン ＭＨ－２，３，４        １３台 

エアハンドリングユニット             １台 

４ 保守点検業務の実施方法 

（１）受託者は，冷房シーズン前（原則として５月）及び暖房シーズン前（原則として１０月）の年２回，技術員

を派遣して，点検業務を実施すること。また，当該設備に事故ある時も同様の措置を講じること。 

（２）保守点検業務の実施に当たっては，あらかじめ発注者と日程を協議して，施設の業務に支障のないよう注意

すること。 

 

業務名 防火対象物定期点検業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 点検対象物 

所 在 地  松山市河野別府９９５ 

点検対象物  北条ふるさと館 

２ 点検業務内容 

（１）業務は，消防法第８条の２の２に基づき実施するものとする。 

（２）点検実施後は，所定の様式に基づき報告するものとする。 

３ その他 

不時の事故，故障が生じた場合は早急に必要な措置を講ずる。 

 

業務名 貯油槽設備点検業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 点検対象物及び設置設備 

所在地    松山市河野別府９９５ 

点検対象物  北条ふるさと館 

設置設備   貯油槽；１.９ＫＬ，灯油地下タンク等 

２ 点検業務内容 

（１）業務は，消防法第１４条の３の２に基づき実施するものとする。 

（２）実施要領については，平成１６年３月１８日付け消防危第３３号（地下タンクの漏れの点検に係る運用上の

指針）及び令和元年 8 月 27 日付け消防危第 120 号（地下貯蔵タンク等及び移動貯蔵タンクの漏れの点検に係

る運用上の指針について）の通達に基づき実施し，実施後は所定の様式に基づき報告するものとする。 

３ その他 

（１）不時の事故，故障が生じた場合は早急に必要な措置を講ずる。 

（２）検査の結果，「異常あり」の場合，異常個所（タンク，接続配管，付属設備，その他）の限定検査及び修理は

別途協議とする。 

 

業務名 上水道貯水槽清掃業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 履行場所 

松山市河野別府９９５  北条ふるさと館 

２ 設備概要 

（１）貯水槽容積  ８㎥ 

（２）貯水槽材質  ステンレス製 

３ 対象業務 

上水道の貯水槽清掃業務 

４ 業務条件 

清掃作業の実施日及び時間帯は次のとおりとする。 

（１）実施日：月曜日又はその他の休館日（祝祭日の翌日，ただし日曜日を除く) 
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（２）時 間：８時３０分～１７時００分の間 

なお，実施日は，施設管理担当者と協議して決定すること。 

５ 業務の範囲と詳細 

1)元バルブの閉栓 

流入元バルブの閉栓は無駄水をなくすため，流入水量と使用水量をあらかじめ計算し閉栓すること。 

 2)機材器具の消毒 

  現場に応じた機材器具を必ず消毒して使用すること。 

 3)作業用動力電源の取り出し 

  電源の取り出しは十分安全を確認してから行うこと。 

 4)排水 

排水にあたっては，排水口のつまり等周囲の状況の安全を確認しながら行うこと。 

残水は，残水処理機ですみやかに残り水を排水すること。 

 5)換気ファンの設置洗浄時までに槽内の換気ができるファンを設置すること。 

 6)消毒液 

貯水槽入口前に，次亜塩素酸ナトリウム液５０ppm ～１００ppm の消毒液を準備し，槽に入る時に手袋，長靴

等の消毒ができるようにすること。 

 7)槽内の照明 

照明器具は防水防爆型とし，作業がしやすい明るさにすること。 

 8)流入口点検等 

流入口（ボ－ルタップ等）の点検と処置残り水の排水と同時にボ－ルタップの点検（特にストレ－ナ－）を行 

い，作業終了後給水の際赤水が出ないように元バルブの開閉を２～３度繰り返すこと。 

  9)入口部の清掃 

マンホ－ル枠及び蓋の汚れや錆を落とし清掃をすること。 

 10)槽内作業前点検，撮影（カラ－写真） 

槽壁面の亀裂損傷，汚水の流入など異常が無いか点検し，清掃前の写真撮影を行うこと。 

 11)パイプ，バルブと電極棒等の清掃 

フ－ト弁と吸込み管，導入管の錆落としを行い電極棒の錆落としは傷つけないように行うこと。特にガイシの

部分の錆落としは入念に行い，錆落とし後各電極の機能を確認すること。 

 12)洗浄 

  高圧洗浄機を用い水道水で洗浄すること。 

〇洗浄効果を高めるためには，洗浄機の能力により噴射角度，壁面との距離を考慮して行うこと。 

〇洗浄は出入口周辺，吸込み管等の鉄部，天井，壁面，床の順に行うこと。 

 13)設備機器の点検 

  次の事項について点検すること。 

  〇内部ステ－の状況 

  〇ボ－ルタップ 

  〇満減水警報装置 

  〇吸込み管及びフ－ト弁 

  〇通気管 

  〇バルブ類 

  〇オ－バ－フロ－管と排水口空間 

  〇ドレン管 

  〇フロ－トスイッチ類，電気配線 

  〇給水管以外の配管の貫通の有無 

  〇その他 

 14)使用器具，機材の点検 

  用具の置き忘れが無いか確認すること。 

 15)清掃後の写真撮影（カラ－写真） 

  清掃前撮影と同一場所で行うこと。 

 16)槽内消毒 

  貯水槽内の清掃後，消毒すること。 

 17)水張り 

  量水器の指針を記録した後元栓を開くこと。 

18)槽内清掃完了 

消毒後，貯水槽に水張りを行い，槽内及び末端給水栓において遊離残留塩素及び簡易水質検査を行うこと。（遊

離残留塩素は０．２ppm 以上，色度５度以下，濁度２度以下，臭いと味は異常が無いこと。） 

 19)清掃後の処置 

  マンホ－ル蓋の施錠等を確認し，各蛇口よりエア－を抜き，赤水の放水を行うこと。 

 20)水質検査 

  厚生労働省指定水質検査機関において実施すること。 

６ 業務責任者 
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業務の実施に先立ち，清掃業務責任者に関する次の事項について，書面をもって施設管理者に提出する。なお，

業務責任者に変更があった場合も同様とする。 

（１）氏 名 （２）年 齢 （３）資格書<写>   

７ 清掃計画及び実施報告 

業務責任者は，次の書類を施設管理担当者へ提出すること。 

（１）清掃実施計画書は，作業の７日前までに提出する。 

（２）清掃作業を記入した実施報告書を提出する。 

８ 清掃器具及び諸材料等 

清掃作業に使用する器具及び諸材料は，床面等を損傷することのない適正良質のものを用いる。 

９ その他 

（１）電気及び水道の使用にあっては，極力節約に努めること。 

（２）作業中，設備等について破損箇所を発見したときは，直ちに口頭で施設管理担当者に報告すること。 

 

業務名 浄化槽保守点検業務 

対象施設 安岡避難地 

業務内容 １ 実施場所 

松山市安岡甲６４番地 安岡避難地 合併５０人槽 

２ 実施回数 

保守点検 月１回 

３ 内容 

浄化槽法に基づく保守点検 

４ 報告書 

実施後にすみやかに報告書を提出し報告するものとする。 

 

業務名 浄化槽清掃業務 

対象施設 安岡避難地 

業務内容 １ 実施場所 

松山市安岡甲６４番地 安岡避難地 合併５０人槽 

２ 実施回数 

清掃 年１回以上 

３ 内容 

浄化槽法に基づく清掃 

４ 報告書 

実施後にすみやかに報告書を提出し報告するものとする。 

 

業務名 浄化槽法定検査業務 

対象施設 安岡避難地 

業務内容 １ 実施場所 

松山市安岡甲６４番地 安岡避難地 合併５０人槽 

２ 実施回数 

法定検査 年１回 

３ 内容 

浄化槽法に基づく法定検査 

４ 報告書 

実施後にすみやかに報告書を提出し報告するものとする。 

 

業務名 北条ふるさと館清掃管理業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 業務条件 

（１）日常清掃業務等の日常的に行う作業の実施日及び時間帯は次のとおりとする。 

① 実施日 

以下の日常清掃を休みとする日以外の日 

次の日は日常清掃を休みとする。 

・月曜日及び木曜日(各々が祝祭日に当たるときは翌日)， 

・祝祭日の翌日（日曜日を除く） 

・年末年始１２月２９日～１月３日 

 

② 時 間 

８時３０分～１７時００分 

（２）定期清掃業務等の定期的に行う作業の実施日及び時間帯は次のとおりとする。 
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なお，実施日は，施設管理担当者と協議して決定すること。 

① 実施日 

原則月曜日の休館日 

② 時 間 

８時３０分～１７時００分 

２ 業務の範囲 

本業務範囲は，別紙①「清掃面積等調書」のとおりとする。 

 

３ 業務の詳細 

（１）清掃場所，仕上材，面積，清掃方法及び回数 

別紙①「清掃面積等調書」及び下記の表にて実施する。 

 

建物内部清掃    

室    名 
仕 上 材 

清 掃 清掃方法 

面 積 

(㎡) 

日 常 定 期 

（床） 天井(上)・壁(下)  床 床以外 床 

・1 階   

風除室・エントランスホール 御影石 
石膏ボード，ビニクロ 

ガラス，二丁掛タイル 
252 Ａ Ｂ 

Ａ' Ｂ'

Ｃ' 
Ｐ 

廊下 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
134 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

階段 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
19 Ａ Ｂ Ｅ' Ｒ 

事務室・館長室・更衣室・湯沸

室 
塩ビシート 

ビニールクロス 

ビニールクロス 
71     Ｒ 

資料研究室・展示室 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
93 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

研修室 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
187 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

工作室 塩ビシート 
石膏ボード 

ビニールクロス 
35 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

荷解室 塩ビシート 
石膏ボード 

ビニールクロス 
27 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

歴史民俗展示室 フローリング 
ワイヤーメッシュ 

コンクリ打放 
198 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｑ 

便所 磁器タイル 
ビニールクロス 

タイル 
53 Ｄ Ｄ' Ｐ 

ＥＶ内 塩ビシート 
カラー鉄板 

カラー鉄板 
(1 台) 3 Ａ Ｂ Ｆ' Ｒ 

東事務所     50      

機械室・ＥＶスペース     101      

収蔵庫・喫茶室     144      

くん蒸室     20      

・2 階   

ホール・ロビー カーペット 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
262 Ｃ Ａ' Ｂ'  

美術展示室 カーペット 
ワイヤーメッシュ 

ビニールクロス 
300 Ｃ Ａ' Ｂ'  

大会議室 カーペット 
石膏ボード 

化粧板 
362 Ｃ Ａ' Ｂ'  

控室 カーペット 
石膏ボード 

クロス 
40 Ｃ Ａ' Ｂ'  

湯沸室 塩ビシート 
石膏ボード 

タイル，ビニクロ 
7 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

階段 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
27 Ａ Ｂ  Ｅ' Ｒ 

便所 磁器タイル 
ビニールクロス 

タイル 
37 Ｄ Ｄ' Ｐ 

収蔵庫・放送室・倉庫     102      

空調機械室・ＥＶスペース     24      

・３階   

展望ホール 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
191 Ａ Ｂ Ａ' Ｂ' Ｒ 

階段 塩ビシート 
ビニールクロス 

ビニールクロス 
19 Ａ Ｂ  Ｅ' Ｒ 
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ＥＶスペース     10      

照明器具等清掃                                                                                     

   目 仕上材等 
個数又は 

面積(㎡) 

清   掃 

方 法 日常又は定期的 

照明器具 蛍光灯 40Ｗ２灯型 85 Ｍ 定期的 

  〃 丸型 375 Ｍ 定期的 

窓ガラス ガラス 1,202 Ｌ 定期的 

建物外部清掃     

項   目 仕上材等 
個数又は 清   掃 

面積(㎡) 方 法 日常又は定期的 

屋外（舗装面） 舗装，タイル等 3,700 Ｎ1 日常的 

屋外（土面） 土，芝生 1,100 Ｎ2 日常的 

玄関マットの水洗い 合成樹脂 4 Ｏ 日常的 

 

（２）清掃方法の内容 

①日常清掃（床）      

Ａ 掃き掃除（ほうき等による除塵，部分水拭き作業） 

Ｂ モップによる除塵作業 

Ｃ 掃除機による吸塵作業 

Ｄ 便所清掃（ほうき等による除塵，モップ拭き，便器の清掃） 

②日常清掃（床以外）      

Ａ' 吸殻収集及びごみ収集 

Ｂ' 什器・備品及び窓台・窓ガラス等部分拭き 

Ｃ' フロアマット・金属部分等除塵，灰皿及びくずいれ処理 

Ｄ' 便所清掃（洗面台・鏡拭き，衛生消耗品補充，汚物処理等） 

Ｅ' 階段清掃（手摺り拭き，窓台除塵及び拭き） 

Ｆ' エレベーター清掃（内壁・扉等部分拭き，扉溝除塵） 

③定期清掃（床）      

Ｐ 床面洗浄（便所等）  (T)洗浄塗布 1 回   

             (V)ポリシャー洗浄 1 回   

Ｑ ワックス手入れ（木床） (X)ワックス塗布 1 回   

Ｒ 床面洗浄       (S)床のモップ拭き 1 回   

ワックス手入れ   (T)洗剤塗布 1 回   

（塩ビシート） (U)はくり剤塗布 1 回   

 (V)ポリシャー洗浄 1 回   

 (W)バキューム吸引 1 回   

 (X)ワックス塗布 1 回   

④その他      

Ｌ  ガラス等の清掃（両面ともに洗剤等で汚れを除去し，乾布で仕上げる。） 

Ｍ  照明器具等の清掃（乾布磨きとする。）     

Ｎ1 屋外清掃（舗装面・屋外ゴミの除去）     

Ｎ2 屋外清掃（土面・屋外ゴミの除去，除草，かん水）   

 Ｏ  玄関マット類の水洗い 

４ 業務責任者 

業務の実施に先立ち，日常清掃及び定期清掃業務責任者に関する次の事項について，書面をもって施設管理者

に提出する。 

なお，業務責任者に変更があった場合も同様とする。 

①氏 名 ②年 齢 ③資格書<写> ④受注者との雇用関係を証明する書類 

５ 清掃計画及び実施報告 

業務責任者は，次の書類を施設管理担当者へ提出する。 
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（１）日常清掃作業計画書及び定期清掃実施計画書は，前月２８日までに提出する。 

（２）日常清掃作業を記入した清掃日誌を，翌月当初に提出する。 

（３）定期清掃作業を記入した実施報告書を，翌月当初に提出する。 

６ 清掃器具及び諸材料等： 

清掃作業に使用する器具及び諸材料は，床面等を損傷することのない適正良質のものを用いる。 

７ 業務検査 

支払いに伴う履行検査も兼ねて，下記の書類及び施設現場検査を施設管理担当者により受ける。 

①清掃日誌（日常清掃分） ②清掃業務実施報告書（定期清掃分） 

８ その他 

（１）電気，水道及びガスの使用にあっては，極力節約に努めること。 

（２）作業中，建物や付属設備について破損箇所を発見したときは，直ちに日誌又は口頭で施設管理担当者に報告

すること。 

 

別紙①：清掃面積等調書 

（１）建物床面積 

区域 階数 室 名 他 

仕  上  材 
床 面 積 

(㎡) 

対 象 業 務 

床 壁 天 井 日常清掃 週回清掃 
定期清掃 

(周期) 

共 

 

 

用 

 

 

部 

１ 風除室 御影石 （ガラス） ロックウール 24.00 １回/日  ６回／年 

 エントランスホール  〃 二丁掛タイル 
ビニールクロ

ス 
228.03 １回/

日 

 ６回／年 

 廊 下 塩ビシート ビニールクロス  〃 134.31 １回/

日 

 ６回／年 

 階 段  〃  〃  〃 18.90 １回/

日 

 ６回／年 

 便 所（東・西） 磁器タイル 陶器タイル  〃 53.41 １回/

日 

 ６回／年 

 ＥＶ内 塩ビシート カラー鉄板 カラー鉄板 2.52 １回/

日 

 ６回／年 

専 

 

 

用 

 

 

部 

１ 事務室・館長室・更衣室 塩ビシート ビニールクロス 
ビニールクロ

ス 
64.15   ６回／年 

 湯沸室  〃 
ビニールクロ

ス・タイル 
ジプトーン 6.90   ６回／年 

 第１・２・３研修室  〃 ビニールクロス 
ビニールクロ

ス 
187.00  ３回／週 ６回／年 

 展示室  〃  〃  〃 76.91  ３回／週 ６回／年 

 資料研究室  〃  〃  〃 16.54  ３回／週 ６回／年 

 歴史民俗資料展示室 フローリング 
コンクリート打

放し 

ワイヤーメッ

シュ 
197.60 

１回/

日 
 3 回／年 

 工作室 塩ビシート 
コンクリート打

放 
ジプトーン 35.00 

１回/

日 
 ６回／年 

 荷解室 塩ビシート  〃  〃 26.60  1 回／10 日 3 回／年 

清

掃

対

象

外 

１ ＥＶスペース    7.10    

 機械室    93.81    

 収蔵庫    81.75    

 くん蒸室    19.95    

 公園管理事務所    50.00    

 喫茶室    62.39    
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１ １階 床面積 計 1,386.87  

 

区域 階数 室 名 他 

仕  上  材 
床 面 積 

(㎡) 

対 象 業 務 

床 壁 天 井 日常清掃 週回清掃 
定期清掃 

(床) 

共 

 

用 

 

部 

２ ホール・ロビー カーペット ビニールクロス 
ビニールクロ

ス 
261.98  １回／週  

 階 段 塩ビシート  〃  〃 27.33  １回／週 ６回／年 

 便 所 磁器タイル 陶器タイル  〃 37.28 
１回/

日 
 ６回／年 

専 

 

 

用 

 

 

部 

２ 美術展示室 カーペット ビニールクロス 
ワイヤーメッ

シュ 
300.00  １回／週  

 大会議室  〃 化粧板張り ロックウール 361.59  1 回／10 日  

 控 室  〃 クロス  〃 39.57  1 回／10 日  

 湯沸室 塩ビシート 
ビニールクロ

ス・タイル 
ジプトーン 6.66  1 回／10 日 ６回／年 

清

掃

対

象

外 

２ ＥＶスペース    9.62    

 収蔵庫    48.00    

 放送室    12.00    

 倉 庫    41.70    

 空調機械室    14.27    

 
２ ２階 床面積 計 1,160.00  

 

区域 階数 室 名 他 

仕  上  材 
床 面 積 

(㎡) 

対 象 業 務 

床 壁 天 井 日常清掃 週回清掃 
定期清掃 

(周期) 

共 

用 

部 

３ 展望ホール 塩ビシート ビニールクロス 
ビニールクロ

ス 
190.88  １回／週 ６回／年 

 階 段  〃  〃  〃 19.46  １回／週 ６回／年 

専 

用 

部 

３ 
 

 
       

 
 

 
       

清

掃

対

象

外 

３ ＥＶスペース    9.62    

         

         

 
３ ３階 床面積 計 219.96  

 

（１） １～３階  床 面 積  合 計 2,766.83 ≠2,767 ㎡ 
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（２）～（６）照明器具の個数及び窓ガラス等の面積 

 清 掃 項 目 個 数・面 積 日常清掃 週回清掃 
定期清掃 

(周期) 

（２） 照 明 器 具   直管型 

丸 型 

85 個 

375 個 

  
２回／年 

（３） 窓 ガ ラ ス  1,202 ㎡   ２回／年 

（４） 屋 外 舗 装 3,700 ㎡ １回/

日 
  

（５） 屋外土面（芝生等）  1,100 ㎡  １回／週  

（６） 玄関マット（水洗）  4 ㎡  1 回／10 日  

 

 
     

 

業務名 北条ふるさと館植栽管理業務 

対象施設 北条ふるさと館 

業務内容 １ 業務の対象 

北条ふるさと館及び敷地内の樹木，草花等（植木鉢等を含む。） 

２ 業務の内容 

  樹木，草花等へのかん水，病害虫の駆除，剪定及び除草，養生等 

（１）植木剪定 

・年１回程度実施すること。 

・高木等はできるだけ自然な形に育つよう剪定すること。 

・切った枝等は速やかに片付けること。 

（２）植木消毒 

・年３回程度実施すること。 

・薬剤の使用に際しては，農薬取締法等の農薬関連法及びメーカーが定めている使用安全基準，使用方法を遵

守すること。 

・散布の際は，館利用者，駐車自動車，近隣家屋等に対し被害が出ないよう注意すること。 

（３）草刈 

・年３回程度実施すること。 

・雑草が目立たないよう適宜行うこと。 

・刈り取った草は速やかに片付けること。 

３ 業務の水準 

（１）植栽の維持管理に当たっては，来場者及び通行者の安全に配慮すること。 

（２）植物の種類，形状，育成状況等に応じて，適切な方法による維持管理を行うこと。 

（３）使用薬剤，肥料等は，環境及び安全性に配慮して選定すること。 

（４）施肥，かん水及び病害虫の防除等を行い，植栽を常に良好な状態に保つこと。 

（５）剪定，刈り込み及び除草等を適宜行い利用者及び通行者等の安全の確保及び美観を保つこと。 

（６）必要に応じて強風で折れないような補強や冬の寒さからの保護のための養生を行うこと。 

４ その他 

受託者は年間作業計画書を作成し，発注者に事前提出すること。 

 

業務名 河野別府公園管理業務 

対象施設 河野別府公園（市民グランド・サブグランド・テニスコート・ゲートボール場を含む。） 

業務内容 １ 目  的 

この業務は，河野別府公園（市民グランド・サブグランド・テニスコート・ゲートボール場を含む。）（以下「公

園」という。）の管理業務を委託することにより，公園の美観及び清潔を保ち，環境衛生等適切な維持管理を図

ることを目的とする。 

２ 実施要領 

  本業務は公園の美観及び清潔の確保を基本とする。 

３ 対象施設 

  河野別府公園（市民グランド・サブグランド・テニスコート・ゲートボール場を含む。） 松山市河野別府 外 

４ 業務内容 

（１）清掃作業：公園内の全域 

（２）便所清掃作業：便所（鉄筋コンクリート造 30.72 ㎡及び木造寄棟 30.97 ㎡）2 棟を清掃し，トイレットペー   

          パーの補充。 
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（３）除草作業（集草作業を含む。）：年４回公園内の便所等構造物及び駐車場を除く全域の除草。 

（４）植栽作業：年２回（原則として５月と１２月）花壇内を除草し土づくりのうえ，３号ポット程度の花の植栽。 

（５）剪定作業：年２回刈込み，中透かし等。 

（６）消毒作業：年３回毛虫及びカイガラ虫の駆除。 

（７）ごみ処理作業：ごみ，刈草，剪定枝等の処分。（処分費用を含む。） 

（８）公園内の適宜巡回：状態把握に努め，破損等発見したときは公園管理課又はスポーティングシティ推進課に

報告し，協議する。 

（９）グランド整備作業：年３回（原則として５月，７月，９月）車両でトンボをけん引等し，土を均す。除草及

び周囲の溝の清掃を含む。 

５ 公園施設の巡回・点検 

公園施設の巡回・点検を実施するとともに，遊具については国土交通省の「都市公園における遊具の安全確保

に関する指針」に基づき定期点検等も実施し安全確保に努めること。 

また，破損等発見したときは公園管理課に報告し協議すること。 

６ その他 

（１）年度協定締結後，管理計画書（年間作業工程表を含む）を提出すること。 

（２）作業ごとに，作業前・作業中及び作業後の写真を撮影し，提出すること。 

（３）毎月，業務終了後に，作業日・作業内容を記録した作業報告書を提出すること。 

（４）上記の維持管理事項以外は，公園管理課又はスポーティングシティ推進課と協議の上，行うこと。 

 

 

業務名 北条公園（法橋運動広場）管理業務 

対象施設 北条公園（法橋運動広場）（体育施設を含む。） 

業務内容 １ 目  的 

  この業務は，北条公園（法橋運動広場）（体育施設を含む。）（以下「公園」という。）の管理業務を委託するこ

とにより，公園の美観及び清潔を保ち，環境衛生等適切な維持管理を図ることを目的とする。 

２ 実施要領 

  本業務は公園の美観及び清潔の確保を基本とする。 

３ 対象施設 

  北条公園（法橋運動広場）（体育施設を含む。）  松山市下難波 

４ 作業内容 

（１）清掃作業：公園内の全域 

（２）除草作業（集草作業を含む。）：年４回公園内の便所等構造物及び駐車場を除く全域の除草。 

（３）便所等清掃作業：便所は週２回以上清掃し，トイレットペーパーの補充。シャワー室は７月～９月に適宜，

簡易な清掃。 

（４）剪定作業：年２回刈込み，中透かし等。 

（５）消毒：年３回毛虫及びカイガラ虫の駆除。 

（６）ごみ処理作業：ごみ，刈草，剪定等の処分。（処分費用を含む。） 

（７）ごみ回収作業：公園西側（海岸側約 4,000 ㎡）のごみの回収は，７月～９月に２０回程度行う。 

（８）ごみ分別・処分作業：回収したごみをビン・カン・プラスチック・可燃物に分別して処分。（処分費用を含む。） 

（９）公園内の適宜巡回：状況把握に努め，破損等発見したときは公園管理課又はスポーティングシティ推進課に

報告し，協議する。 

（１０）グランド整備作業：年３回（原則として５月，７月，９月）車両でトンボをけん引等し，土を均す。除草

及び周囲の溝の清掃を含む。 

５ 公園施設の巡回・点検 

公園施設の巡回・点検を実施するとともに，遊具については国土交通省の「都市公園における遊具の安全確保

に関する指針」に基づき定期点検等も実施し安全確保に努めること。 

また，破損等発見したときは公園管理課に報告し協議すること。 

６ その他 

（１）年度協定締結後，管理計画書（年間作業工程表を含む）を提出すること。 

（２）作業ごとに，作業前・作業中及び作業後の写真を撮影し，提出すること。 

（３）毎月，業務終了後に，作業日・作業内容を記録した作業報告書を提出すること。 

（４）上記の維持管理事項以外は，公園管理課又はスポーティングシティ推進課と協議の上，行うこと。 

 

業務名 安岡避難地管理業務 

対象施設 安岡避難地 

業務内容 １ 目的 

安岡避難地について，年間を通じて管理を行い良好な状態を保つこと。 

２ 業務内容 

（１）除草業務 

① 機械除草 

   ・草地内にある石，空き缶等の障害物はあらかじめ取り除くこと。 
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   ・樹木，株物，柵等を破損しないよう注意し，刈むら，刈残しのないように刈ること。 

   ・つる性の雑草も除去すること。 

  ② 人力除草 

   ・草の根まで抜き取り，根に付着した土を除くこと。 

  ③ 除草業務の回数等 

   ・別図の範囲Ａについては年３回程度実施し，除草した草の処分を行うこと。 

    ３回程度実施し，除草した草の処分を行うこと。 

   ・別図の範囲Ｂについては年２回程度実施し，除草した草の処分を行うこと。 

   ・別図の範囲Ｃについては年３回程度実施し，除草した草の処分は行わないこと。 

（２）清掃作業 

   ごみはビン，缶，可燃物等適切に分別のうえ回収し，関係法令，市条例等を遵守のうえ処分すること。 

（３）樹木の剪定等 

  ① 安岡避難地内の樹木の剪定を年１回行うこと。 

  ② 高木等はできるだけ自然形に育てるよう心掛け，必要に応じ枝抜き等を行うこと。 

  ③ 剪定した枝等は速やかに処分すること。 

（４）便所清掃作業 

  ① 安岡避難地内にある便所内外の清掃及び廃棄物の処分を週２回行い，廃棄物は市指定の廃棄物処理場にて

処分すること。 

  ② 業務の実施については，常に市民サービスの確保に注意を払い，市民ニーズに的確，迅速に対応すること。 

（５）消毒作業：年３回毛虫及びカイガラ虫等の駆除。 

３ その他 

（１）作業する者の安全管理を徹底すること。 

（２）その他不測の事態が発生したときは，直ちに委託者に連絡し指示を受けること。 

 


